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開放制における「サンドイッチ方式による幼稚園・小学校教育実習」
並びに「2年次実施方式による特別支援学校教育実習」の現状と課題








































月上旬=保南堀 十 [2年次2月下旬～3月士旬=危劃 」及
び「保育実習Ⅱ [保初 またはⅢ 躙   (10日)[3年次
2月下旬～3月中旬]」 で設定されている。
イッチ抽 と略の,特別支援学校に関しては「侶M支援学
































3 鳥噌 駐 地域詳部地域政乗学科が「社会 (中拗 ,
地理・歴史 (司問,公民 (高ガ」,同地域文化学科が「国語
(中学事己謳 ,婦  (中学校・高校拘,同呻 が
聴科 (中学校・荷問」,農学部が 唯外 (中学校・高校),
技術 (中当交),農業 (同開,情報 (高校)」,鞠 が「数































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































は 何 で す か 。


































































































































































































































































































































































































































































































































































朝 →小学校実習 (割¬勾 [→幼稚園ないし中学校実習 偏1
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































地域学部教員 9名 (校長 2名を含む)、 生涯教育総
合センター2名、地域学部教務係職員3名、全学教
育支援課職員 1名、学科事務員 1名
テーマ :教育実習 (基礎実習)にかかわる連携づくり
素材 :3年生実習アンケー トの結果
概要 :1.学科長から懇談会の趣旨とアンケー トの概要
2.附属校園からの発言
3.意見交換
改善課題として見えてきた事項 :(渡部によるメモ)
1)「流れ」づくり
・ 「サンドイッチ方式」(大学での学習A一基礎実習一
大学での学習B一応用実習一大学での学習C)と言い
ながら、学部のカリキュラムの流れが創れていない。
従って、教育実習も上手く流れに組み込まれておらず、
附属校園にも伝わつていない。
・ 特別支援学校の場合は、「大学での学習 (前半)一教
育実習一大学での学び (後半)」 となる。
・ 学科内でのカリキュラムづくりの責任の所在が不明
確。
⇒解決策 (私案)
・ 幼稚園教諭免許状に関しては、「保育幼児教育分野」
+「幼稚園教育科目」のスタンフが中心になつて、保
育士養成と関連づけながら構想を練る。
・ 小学校教諭免許状に関しては、「学習科学講座」が責
任をもつて、特に教科教育関連のカリキュラムの配列
や採らせ方の構想を練る。
・ 3年生前期の科日において、もつと附属校園と連携し
た講義の工夫を行 う。例えば、附属校園の先生をもつ
と特別講師で招く。基礎実習に出かけて参観する。附
属校園の実践 (本やビデオ)を大学でも教材にする。
。 (特別支援学校教諭免許状に関しては特別支援教育
分野のスタッフが責任)
・ 幼稚園では「失敗しても良い」という構えで基礎実習
生を後押ししている。基礎が終わった段階で、応用の
配属クラス (年齢)を予告し、幼稚園に事前体験に来
れるようにも工夫している。
・ 教育実習を教員養成の総仕上げ三完成形態 (完成実
習)と捉えず、上記の流れの中の一環に位置づけて、
形成を促す実習の役割や内容を見直していく(例えば、
料1地域教育学科と附属検国との懇談会 (2008年度第1回〉テ■マ1教育実
(文責・渡部)
自らの学びの課題を再認識させる等)。 4年間で育て
る、卒業後にも現場で育つ・・ 。と言った長い日で見
て欲しいという発言もあり。
⇒解決策 (私案)
・ 基礎実習と応用実習の狙いや役割が違うことを前提
に、「基礎実習と応用実習の繋ぎ方」を検討する。
・ 目的養成ではない「開放制 (一般)養成=地域学部・
地域教育学科」としてのカリキュラムにおける実習の
在り方を探る。今後の大学評価という視点では、附属
校園の評価も「開放制養成の大学に附属した校園」と
して評価がなされることになる。「目的養成時代の幻
影」を追ってはならない。
・ 総仕上げ評価は、H22年度入学者から義務化される
「教育実践演習」(4年次)に委ねる。入学時から卒
業時までの変容を「ポー トフォリオ」等に記録して振
り返させる。「教育実践演習」を鳥大としてどう創っ
て行くかという全学的議論 (全学の教育実習委員会な
ど)に附属校園の参加を求める必要がある。
3)実習を受ける要件
。 実習を受ける要件=最低修得単位数などが不明であ
る。
・ 不合格になつた者の再履修の判断基準が不明確。
。 意欲のない者や、基礎実習での態度などがよくなかつ
た者の扱い?
⇒解決策 (私案)
・ 要件の明確化を学部や全学の委員会で検討すべき。
4)全体の仕組みやシステム・責任体制の明確化
・ 附属校園からのみでなく学科教員からも、大学全体の
仕組みが見えない。
・ 附属校園の取り組みや日程表を、全学の理事や役員に
届けてはどうか。
⇒解決策 (私案)
。 事務サイ ドの窓口の明確化や仕組みの図表化を毎年
度初めに行い、附属校園や大学教員に配布する。
・ 全学の組織・委員会である附属学校部や教育実習委員
会の動きや責任・権限の所在を、附属校園や大学教員
にもつと知らせる。
・ 附属中学校に関しては、地域教育学科ではなく、他学
科・他学部との関係が大きい。地域教育学科で行える
ことと、そうでないことがあり、学科独自の懇談会や
アンケー トの取り組みには当然限界もある。学部や全
学の委員会などでも、他学科・他学部を巻き込む形で
進めて欲しい。
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